
共同研究

冷戦期東アジアにおける米国の文化戦略

泉 水 英 計

冷戦体制が固まる東アジアにおいて米国の人文社会科学はどのような役割を

果たしたのであろうか｡この共同研究において掲げられた第一の問いである｡

この問いをめぐる作業を以下の二つの局面にわけることができよう｡

まず､特定の政治的な状況下において学術組織とその活動が被らざるを得な

い影響を､可能な限り具体的に明らかにするという作業である｡冷戦初期の高

等研究機関の活動､とくに政府あるいは軍と関連する活動については回顧の公

表が跨跨されることが多い｡非米活動調査委員会や､いわゆるマッカーシー旋

風による ｢共産主義者｣ 告発に過剰に反応 してしまったという悔恨があるため

であろう｡この時代の出来事を再構成するには､一次資料を丁寧に発掘し､証

拠をあらためるという作業が特に必要とされるのはこのためである｡

ただし､学問的中立を装う研究機関や研究者の過去を暴くのがここでの目的

ではない｡そのような視角は､学究活動は政治的状況から本来は独立したもの

であるという前提に立っている｡しかし､学問の自由を理想とするあまり､学

問の時代拘束性を見失ってはならない｡後者はむしろ学究活動の常態であり､

冷戦期の反共宣伝というのは､この拘束性をいわば拡大鏡でみせてくれる状況

ととらえるべきではないだろうか｡地理的にも年代的にも限定された事例研究

が個別的な文脈を超えた意義をもつ所以である｡したがって､資料探索にあたっ

ては-将来的な見通しを付けるという程度にとどまるとしても､一方で第二吹

大戦から1930年代-とたどり､他方で逆に､冷戦後の状況-の接続を考慮した

い｡

この研究における今ひとつの局面は､東アジアを専門とする米国人学者が置
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かれた環境を異文化接触として､さらに彼らの活動と業績をそこから導かれる

異文化コミュニケーションとして描き直すという作業である｡米国の伝統的な

外交政策は19世紀ヨーロッパの帝国主義的膨張政策とは一線を画していた｡隠

蔽された植民地主義に過ぎないという批判が可能だとしても､一般の米兵が大

量に国外に赴くということは第一次大戦までは無かった｡そして､戦場や駐留

地で､文化的価値観や社会組織が極端に異なる人々と彼らが出会 うのは太平洋

戦線以後のことであるといってよいだろう｡換言すると､第二次大戦において

米国は､｢国内｣ の先住民制圧とも､ヨーロッパ援助とも違った大規模な異文

化接触に入 り込んだのである｡冷戦期の東アジアはこの異文化接触領域の延長

であった｡

その露払いを務めた軍学連携組織では､防疫を中心とした医学や生物学､戦

術的な気象学や地質学が大きな比重を占めたが､異文化接触という観点から特

に重要なのは､占領地 ･駐留地住民についての情報をもたらす人文社会学の役

割だった｡潤沢な予算によって様々な調査がおこなわれ､戦後も米国民間財団

の援助によって活発な調査活動が継続している｡米国学術界に流通する東アジ

ア情報はこの時期に飛躍的に増加した｡

しかし､ここで注意したいのは､知識の量的な拡大が必ずしも ｢質的な｣ 向

上を意味しない点である｡ 情報がより詳細になったのは事実であるが､東アジ

アの住民とその文化の特徴として焦点が向けられるのは､たとえば､｢家族主

義｣ あるいは ｢集団主義｣や､｢面子｣-のこだわりという類のものであり､

米国の社会と文化の対照が描かれていることは明らかである｡東アジア研究に

おいて暗示的に描かれたのは米国の自画像であった｡オリエンタリズム批判に

そったこのような関心からは､東アジアに関する一定のステレオタイプに加え､

文化戦略の失敗あるいは挫折に繋がるような､社会制度についての無理解や､

説明不可能な行動の叙述などが注目される｡そのような ｢誤解｣や ｢不可解さ｣

は､｢理解｣の前提とされている米国社会の先入観を逆照射する光漁 となるか

らである｡

冷戦期の東アジアにおける米国の人文社会学の活動を追う本研究は､関連す

る一次資料の発掘を進めつつ､他方でこれを異文化コミュニケーションの問題

として提示する｡これまで､資料収集のために赴いたのは､沖縄県公文書館､
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琉球大学付属図書館､沖縄県立図書館､台北市228平和紀念館､スタンフォー

ド大学フーバー研究所である｡持ち帰った資料の整理を逐次進め､分析がまと

まった部分から口頭発表1および雑誌論文2として発表している｡ただし､整理

が進むほどに､重要な関連を持つ末収集資料が明らかになることが多く､上記

の所蔵機関のいずれも補充調査のため再訪する必要を感じている｡このような

作業に完全は期せないことを承知の上で最善を尽くし､来年度に刊行予定の報

告書につなげたい｡

注

1第56回日本科学史学会 (2009年5月)､SocietyfわrEastAsianAnthropology(2009年 7月)､

早稲田大学台湾 ･琉球沖縄研究所合同ワークショップ (2010年 3月)､第12回日本台湾学会

研究大会 (2010年 5月)｡

2 ｢昭和史のなかの人類学者｣(共著)『科学史研究』48巻冬号､｢極東のフロンティア｣『歴

史と民俗』26号､以上2009年｡"FrontierintheFarEast,"suomenADtrOPOlogJ'38(2)､｢沖

縄占領と地誌研究｣坂野 ･慎 (宿)『帝国の視角/死角』青弓社､以上2010年｡
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